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エコアクション２１

令和4年2月～令和5年1月



１．事業所名及び代表者氏名： シンワ設備株式会社　　代表取締役　榛葉　秀聡

２．所在地及び連絡先： (本   社）静岡県浜松市東区上西町５番地１　　<053>464-3211

(営業所）静岡県掛川市弥生町１４８番地　　　　<0537>24-3322

３．役割： （環境管理責任者）　営業部　　八木和章

（連絡担当者及び連絡先）　　八木和章　kazuaki_yagi@shinwas.co.jp

４．事業活動内容： ・建築設備の設計及び施工

・オール電化製品（電気温水器，エコキュート，IH)の販売と保守サービス

５．事業の規模 ・１９７１年　２月　６日　創業

・従業員数　（本社) 13人　，（営業所）4人    　（常勤役員1名除く）

・事業所の延べ面積　(本社)７５３m2，　(営業所)１１９m2

（千円) （件数)

・完成工事高

事業年度は7月1日から翌年6月30日

６．建設業許可番号 ・静岡県知事　　管　工事　（特定)２９－６８２３号

　　　　　　　　　　土木，機械器具設置　工事　（一般）２９－６８２３号

組織： シンワ設備㈱　本社及び掛川営業所

活動： 建築設備業及びオール電化機器の販売・保守

682,590

855,450

754,566

455,058 468

509

588

600（令和３年　　第５１期）

（令和４年　　第５２期）

（令和５年　　第５３期）

①組織の概要

②対象範囲

（平成３１年　第４９期）

（令和２年　　第５０期）



１． 環境負荷の低減

1) 省エネ推進によるCO2削減

2) 産業廃棄物の適正処理と削減

3) 用水使用量の削減

２． 環境保全活動

建築設備の専門家として、環境に配慮した設備システムを提案します。

３． 環境関連法規遵守

環境関連法規を遵守し、地域社会から信頼される企業を目指します。

４． 環境経営の継続的改善誓約します。

５． グリーン購入を推進します。

制定日   
改定日　

シンワ設備株式会社
代表取締役　　榛 葉 秀 聡

平成26年2月6日
令和3年4月30日

③環境経営方針

　当社は、社員が自己の職務権限と責任を自覚して、環境経営活動に積極的に参加し、自己

の働きがいある職場の環境づくりと共に、社員とその家族及び社会全体の明るい未来づくりの

ために、自然環境を大切にして以下の項目に取り組みます。

[　基本方針　]

[　環境理念　]

　シンワ設備株式会社は、建築設備工事に関わる営業活動を通じて快適な水と空気、そして

環境に配慮したシステムをお客様に提供し、地域社会から信頼される企業を目指します。



・実施体制と役割

①統括責任者
②環境方針・基本方針の制定 ①ｸﾞﾘｰﾝ購入推進
③環境活動計画の承認 ②環境ﾚﾎﾟｰﾄ作成
④代表者による評価と見直し ③環境ｼｽﾃﾑ教育
⑤環境管理責任者の任命 ④緊急時本社の統括
⑥資源（人材、設備、費用）の準備 ⑤環境経営ｼｽﾃﾑの確立、実施、維持及び管理

⑥環境経営ｼｽﾃﾑの実績の代表者への報告

←本社 営業所→
①環境負荷の取りまとめ ①環境負荷の監視と省エネ推進
②環境負荷の監視と省エネ推進 ②緊急時営業所の統括

①化石燃料の監視とｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進 社員 協力会社 社員 協力会社 ①化石燃料の監視とｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進
②法令遵守の監視 ①省エネ活動 ①省エネ活動 ②法令遵守の監視
③廃棄物分別の監視 ②法令遵守 ②法令遵守 ③廃棄物分別の監視
④緊急時の現場対応指示 ③環境教育の受講 ③環境教育の受講 ④緊急時の現場対応指示

④省ｴﾈｼｽﾃﾑの客先提供 ④省ｴﾈｼｽﾃﾑの客先提供
⑤協力業者への指導 ⑤協力業者への指導

全組織・全活動・全従業員を対象とする。

工事部長　小野　幸典

掛川営業所

担当者

社　員

担当者
八木　和章

工　事　部

社　員

本　　社
総　務　部

対象範囲

←本社管轄
　建設現場

営業所管轄
建設現場→

代表取締役
榛葉　秀聡

総　務　部

杉山　琢弥
担当者

工　事　部

環境管理責任者
八木　和章

担当者
営業所長　山田　一



④環境経営目標 改定　令和４年2月6日

全社

令和３年度

基準値 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値

CO2排出量 kg-CO2 67,355 0% 67,355 0% 67,355 0% 67,355 0% 67,355

購入電力 ｋｗ 37,835 0% 37,835 0% 37,835 0% 37,835 0% 37,835

ガソリン L 18,085 0% 18,085 0% 18,085 0% 18,085 0% 18,085

軽油 L 3,467 0% 3,467 0% 3,467 0% 3,467 0% 3,467

水 m3 139 0% 139 0% 139 0% 139 0% 139

一般廃棄物（循環資源-紙） ｔ 0.352 0% 0.352 0% 0.352 0% 0.352 0% 0.352

産業廃棄物の資源化率 ％ 80 3% 82 3% 82 3% 82 3% 82

エコキュート及び電気温水器販売台数 台 10 - 10 - 10 - 10 - 10

環境配慮の設備提案

グリーン購入

本社

令和３年度

基準値 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値

CO2排出量 kg-CO2 53,565 0% 53,565 0% 53,565 0% 53,565 0% 53,565

購入電力 ｋｗ 29,555 0% 29,555 0% 29,555 0% 29,555 0% 29,555

ガソリン L 13,679 0% 13,679 0% 13,679 0% 13,679 0% 13,679

軽油 L 3,467 0% 3,467 0% 3,467 0% 3,467 0% 3,467

水 m3 77 0% 77 0% 77 0% 77 0% 77

一般廃棄物（循環資源-紙） ｔ 0.316 0% 0.316 0% 0.316 0% 0.316 0% 0.316

産業廃棄物の資源化率 ％ 80 3% 80 3% 80 3% 80 3% 80

エコキュート及び電気温水器販売台数 台 5 - 5 - 5 - 5 - 5

環境配慮の設備提案

グリーン購入

掛川営業所

令和３年度

基準値 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値

CO2排出量 kg-CO2 13,790 0% 13,790 0% 13,790 0% 13,790 0% 13,790

購入電力 ｋｗ 8,280 0% 8,280 0% 8,280 0% 8,280 0% 8,280

ガソリン L 4,406 0% 4,406 0% 4,406 0% 4,406 0% 4,406

軽油 L

水 m3 62 0% 62 0% 62 0% 62 0% 62

一般廃棄物（循環資源-紙） ｔ 0.036 0% 0.036 0% 0.036 0% 0.036 0% 0.036

産業廃棄物の資源化率 ％ 38 3% 38 3% 38 3% 38 3% 38

エコキュート及び電気温水器販売台数 台 5 - 5 - 5 - 5 - 5

環境配慮の設備提案

グリーン購入

＊令和4年度より基準値を平成26年度→令和3年度に変更し維持を目標とする

*CO2排出係数0.379　（令和3年度参考）

令和７年度
項目 単位

令和４年度 令和５年度 令和６年度

項目 単位
令和４年度 令和５年度 令和６年度

令和７年度

お客様に省エネを推進します。

グリーン購入に努めます。

お客様に省エネを推進します。

グリーン購入に努めます。

令和７年度

お客様に省エネを推進します。

グリーン購入に努めます。

項目 単位
令和４年度 令和５年度 令和６年度



⑤環境経営活動計画

項目 達成手段 ｽｹｼﾞｭｰﾙ 対象範囲 実施担当

①エアコン設定温度の徹底（室内温度、冷房28℃暖房20℃) 7～9月，12～3月本社 八木

②不在の部屋はエアコンを停止する。 〃 営業所 山内

③人がいないエリアの照明は点灯しない。 通年

④電気温水器は冬季のみ電源を投入する。 12～3月

⑤不在時は、パソコンの電源を切る。 通年

⑥ゴーヤによる緑のカーテンを作り、冷房時の外気負荷を低減する。7～9月

①不要なアイドリングはしない。 通年 本社 八木

②急発進、急停止はしない。 通年 本社管轄現場 小野

③計画を立てて、効率の良い運転経路を選択する。 通年 営業所管轄現場 杉山

④可能ならば相乗りで移動する。 通年

⑤不要な荷物は降ろして、車両をなるべく軽くする。 通年

⑥エアコン設定温度は適正にし、強風では使用しない。 通年

⑦タイヤの空気圧は適正に保つ。 通年

⑧遠出の際は、公共交通機関を積極的に利用する。 通年

①水を出しっぱなしで使用しない。 通年 本社 八木

②物を洗う際は、バケツ溜洗いをする。 通年 営業所 山内

③植栽の散水は、雨水再利用タンクの水を使用する。 通年

④定期的に漏水点検をする。 2ｹ月に1回

①書類のペーパーレス化を推進する。 通年 本社 八木

②不要となったコピー用紙は裏面印刷にて使用する。 通年 営業所 山内

③両面印刷を多用して、コピー用紙を削減する。 通年

④ダンボール，新聞紙，雑誌等紙類はリサイクルする。

①ダンボールはリサイクルする。 通年 本社管轄現場 小野

②金属類の分別とリサイクルする。 通年 営業所管轄現場 杉山

③マニフェストによる処分委託と管理をする。 通年

①節水コマを常備し、積極的にお客様に提供する。 通年 本社 八木

②省エネシステムをお客様に積極的に提案する。 通年 営業所 山田　

③省エネに関するセミナーに積極的に参加する。 通年

①備品等の新規購入はグリーン購入に努める。 通年 本社 八木

通年 営業所 山田　
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実施日

実施者

全社

令和3年度

基準値 目標値 実績値 削減率 目標値 実績値 実績/目標 基準年度比 達成

CO2排出量 kg-CO2 67,355 67,355 67,355 0% 67,355 62,840 107% 107% 〇

購入電力 ｋｗ 37,835 37,835 37,835 0% 37,835 35,703 106% 106% 〇

ガソリン L 18,085 18,085 18,085 0% 18,085 17,404 104% 104% 〇

軽油 L 3,467 3,467 3,467 0% 3,467 3,462 100% 100% 〇

水 m3 139 139 139 0% 139 130 107% 107% 〇

一般廃棄物（循環資源-紙） ｔ 0.352 0.352 0.352 0% 0.352 0.339 104% 104% 〇

産業廃棄物の資源化 ％ 80 80 80 3% 82 83.2 101% 104% 〇

エコキュート及び電気温水器販売台数 台 10 10 10 - 10 20 +10台 +10台 〇

環境配慮の設備提案

グリーン購入

本社

令和3年度

基準値 目標値 実績値 削減率 目標値 実績値 実績/目標 基準年度比 達成

CO2排出量 kg-CO2 53,565 53,565 53,565 0% 53,565 50,724 106% 106% 〇

購入電力 ｋｗ 29,555 29,555 29,555 0% 29,555 27,662 107% 107% 〇

ガソリン L 13,679 13,679 13,679 0% 13,679 13,495 101% 101% 〇

軽油 L 3,467 3,467 3,467 0% 3,467 3,462 100% 100% 〇

水 m3 77 77 77 0% 77 73 105% 105% 〇

一般廃棄物（循環資源-紙） ｔ 0.316 0.316 0.316 0% 0.316 0.303 104% 104% 〇

産業廃棄物の資源化 ％ 80 80 80 3% 82 87.1 106% 109% 〇

エコキュート及び電気温水器販売台数 台 5 5 5 - 5 9 +4台 +4台 〇

環境配慮の設備提案

グリーン購入

営業所

令和3年度

基準値 目標値 実績値 削減率 目標値 実績値 実績/目標 基準年度比 達成

CO2排出量 kg-CO2 13,790 13,790 13,790 0% 13,790 11,703 118% 118% 〇

購入電力 ｋｗ 8,280 8,280 8,280 0% 8,280 8,041 103% 103% 〇

ガソリン L 4,406 4,406 4,406 0% 4,406 3,731 118% 118% 〇

軽油 L - - - - - - - - -

水 m
3 62 62 62 0% 62 57 109% 109% 〇

一般廃棄物（循環資源-紙） ｔ 0.036 0.036 0.036 0% 0.035 0.036 97% 100% 〇

産業廃棄物の資源化 ％ 80 80 80 3% 82 78.5 95% 98% △

エコキュート及び電気温水器販売台数 台 5 5 5 - 5 11 +6台 +6台 〇

環境配慮の設備提案

グリーン購入

なし

＊令和4年度より基準値を平成26年度→令和3年度に変更し維持を目標とする

項目 単位
令和3年度

⑥環境経営目標の実績

項目 単位
令和4年度令和3年度

*CO2排出係数0.379　（令和3年度参考）

令和5年2月1日

八木　和章

お客様に省エネを推進します。

グリーン購入に努めます。

令和4年度

＊全体の未達成項目

　＊取組結果の評価については、１００％以上達成＝〇　９９～９０％＝△　９０％未満＝×　として評価する。

　＊取組結果の評価については、１００％以上達成＝〇　９９～９０％＝△　９０％未満＝×　として評価する。

　＊取組結果の評価については、１００％以上達成＝〇　９９～９０％＝△　９０％未満＝×　として評価する。

項目 単位
令和4年度令和3年度

お客様に省エネを推進します。

グリーン購入に努めます。

お客様に省エネを推進します。

グリーン購入に努めます。

*CO2排出係数0.379

*CO2排出係数0.379



対象範囲：全体（本社、営業所、現場）

実施日 令和5年2月1日

実施者 八木　和章

項目 評価 今後の取組

①エアコン設定温度の徹底（室内温度、冷房28℃暖房20℃) 〇 温度計を活用した室内温度管理を図る。

②不在の部屋はエアコンを停止する。 ○ 継続して取組む。

③人がいないエリアの照明は点灯しない。 ○ 昼休みの消灯を推進する。

④電気温水器は冬季のみ電源を投入する。 ○ 継続して取組む。

⑤不在時は、パソコンの電源を切る。 ○ 継続して取組む。

⑥ゴーヤによる緑のカーテンを作り、冷房時の外気負荷を低減する。○ 継続して取組む。

①不要なアイドリングはしない。 ○ 継続して取組む。

②急発進、急停止はしない。 ○ 継続して取組む。

③計画を立てて、効率の良い運転経路を選択する。 ○ 継続して取組む。

④可能ならば相乗りで移動する。 △ 継続して取組む。

⑤不要な荷物は降ろして、車両をなるべく軽くする。 △ 継続して取組む。

⑥エアコン設定温度は適正にし、強風では使用しない。 ○ 継続して取組む。

⑦タイヤの空気圧は適正に保つ。 ○ 定期点検時に確認する。

⑧遠出の際は、公共交通機関を積極的に利用する。 × 片道60km以上の時は、公共交通機関を利用する。

①水を出しっぱなしで使用しない。 ○ 止水栓を調整して、瞬間吐出量を少なくする。

②物を洗う際は、バケツ溜洗いをする。 ○ 継続して取組む。

③植栽の散水は、雨水再利用タンクの水を使用する。 ○ 継続して取組む。

④定期的に漏水点検をする。 ○ 継続して取組む。

①書類のペーパーレス化を推進する。 ○ pdf化，ｽｷｬﾅｰの活用に努める。

②不要となったコピー用紙は裏面印刷にて使用する。 ○ 裏面使用可能なｺﾋﾟｰ用紙の分別を徹底させる。

③両面印刷を多用して、コピー用紙を削減する。 ○ 継続して取組む。

④ダンボール，新聞紙，雑誌等紙類はリサイクルする。 ○ 継続して取組む。

○ 継続して取組む。

○ 継続して取組む。

○ 継続して取組む。

①節水コマを常備し、積極的にお客様に提供する。 ○ 継続して取組む。

②省エネシステムをお客様に積極的に提案する。 ○ ｴｺｷｭｰﾄ目標販売数を達成する

③省エネに関するセミナーに積極的に参加する。 △ 年1回は参加するように取組む。

①備品等の新規購入はグリーン購入に努める。 × ｸﾞﾘｰﾝ購入対象物の周知を図る。

⑦環境経営計画の活動評価

電
力
削
減
に
よ
る

C
O
2
削
減

化
石
燃
料
削
減
に
よ
る
C
O
2

削
減

水
使
用
量

の
削
減

達成手段

廃
棄
物
排
出
量
の
削

減

（
産
業

）

①ダンボールはリサイクルする。

②金属類の分別とリサイクルする。

③マニフェストによる処分委託と管理をする。

廃
棄
物
排
出
量
の
削

減

（
一
般

）

環
境
配
慮

の
設
備
提

案

グ
リ
ー

ン
購

入



ﾁｪｯｸ日：令和5年2月1日

〇×該当なし

遵守状況 評価結果

廃棄物処理法 産業廃棄物の委託処理を行う。 事業所、各現場で委託

委託先と契約書を交わし、５年間保存する。 ○

マニフェストを交付し、５年間保存する。 電子マニュフェスト登録 ○

電子マニュフェスト登録 ○

産業廃棄物保管場所への掲示板の設置 都度設置 ○

ﾏﾆﾌｪｽﾄの期間内返却確認の結果、期間内に返却されなかった場合の県知事への報告 該当なし 該当なし

産業廃棄物管理責任者の選定 代表取締役社長 ○

産業廃棄物処理委託先の現地確認及び記録の保管(5年間） 本社にて保管 ○

労働安全衛生法

レベル２の場合は、建築物解体等作業届けを作業前に届出する。 該当なし 該当なし

建設発生土、建設副産物の適正処理。 現場にて対応 ○

大気汚染防止法 ばい煙発生施設設置届を工事着工６０日前に浜松市長に提出する。

騒音規制法 特定施設設置届を工事着手３０日前に浜松市長に提出する。 該当なし

（空気圧縮機及び送風機で原動機の定格出力が7.5kw以上のもの）

振動規制法 特定施設設置届を工事着手３０日前に浜松市長に提出する。 該当なし

（圧縮機で原動機の定格出力が7.5kw以上のもの）

ﾌﾛﾝ排出抑制法 冷媒用フロンの回収・破壊の措置をする。 都度現場にて業者委託 ○

行程管理票を発行し、「委託確認書」「引取証明書」を3年間保存する。 本社にて保管 ○

年4回 ○

家電リサイクル法 特定家庭用機器の排出。 該当なし 該当なし

家電リサイクル券にて処理する。 都度対応 ○

建設ﾘｻｲｸﾙ法 特定資材の解体分別と再資源化。 各事業所にて都度対応 ○

容器包装ﾘｻｲｸﾙ法 容器包装の分別収集とﾘｻｲｸﾙ推進。 都度対応 ○

ｸﾞﾘｰﾝ購入法 環境配慮型製品の購入。 都度検討 ×

本社及び営業所に設置しているエアコンの簡易点検を行い記録する

（吸収式冷温水発生機，温風暖房機，ボイラーで伝熱面積10m2以上
又は、燃料消費量が重油換算50ℓ/h以上のもの)

毎年度、静岡県に「第一種フロン類回収業者のフロン類回収量等に
関する報告書」を提出する。

⑧環境関連法規への違反、訴訟の有無

　当該環境関連法規への違反はありません。また、関係当局よりの違反等の指摘や近隣住民からの訴訟等は
過去3年間ありません。

環境関連法規の名称

建設副産物適正処理
推進要綱

規制内容

（汚泥，廃油，廃プラ，建設木くず，建設紙くず，建設繊維くず，金属くず，ガ
ラスくず及び陶磁器くず，がれき類，ゴムくず，コンクリート破片など)

解体・改修工事に伴う石綿等の除去作業。（石綿を含有する配管，ダ
クトの保温材の除去）

レベル１の場合は、作業開始前１４日前までに労働基準監督署に工
事計画書を提出する。

静岡県産業廃棄物の適正
な処理に関する条例

「再生資源利用計画」「再生資源利用促進計画」の作成・実施状況の
記録を１年間保管する。

毎年度、静岡県と浜松市に交付状況報告書を提出する。（電子分は、
不要）

該当なし

該当なし

○

○

該当なし

都度確認

本社にて保管

該当なし

令和5年2月10日

○

該当なし

○

該当なし



実施日　令和5年２月1日

実施者　　　　　　八木　和章

対象事業所 項　目 評　価

全社 購入電力 現場の稼働率が高い為、社内の使用電力が基準年度に対して6％減。

（本社・営業所） 化石燃料

（ガソリン，軽油）

水使用量 基準年度に対して7％削減。節水を維持。漏水はなかった。

一般廃棄物排出量 基準年度に対して4％削減。

産業廃棄物資源化率 維持継続できている。今後は収集した廃棄物の分別化を更に意識する

ｸﾞﾘｰﾝ購入・ﾘｻｲｸﾙ 特に購入記録なし

⑨環境活動の取組結果の評価

基準年度に対して4％削減。社員のエコドライブに対しての意識が高くなってきて
いる



項目

1 エコアクション21文章

2 環境目標及び目標達成状況

3 環境活動計画及び取り組み状況

4 環境関連法規一覧及び尊守状況

5 緊急事態の想定と対応策

6 試行訓練実施要項及び反省

7 その他

見直し項目

1 エコアクション21文章 有 無

2 環境目標及び目標達成状況 有 無

3 環境活動計画及び取り組み状況 有 無

4 環境関連法規一覧及び尊守状況 有 無

5 緊急事態の想定と対応策 有 無

6 防災訓練実施要項及び反省 有 無

7 その他 有 無

■

■

■

■

■

■

□

（有）の場合の支持事項
変更の
必要性

2

、
全
体
評
価
・
見
直
し
案

作成者　八木　和章

確認　　　　　　　　コメント

全体評価と見直し結果

作成　令和5年2月1日

1

、
見
直
し
関
連
情
報

記録・文書として作成

記録・文書として作成

継続して取り組む

記録を別途記載しました

記録を別途記載しました

記録を別途記載しました



令和 5年　2月　1日

代表取締役　　榛葉　秀聡

⑩代表者による総評

エコアクション２１の活動が社内に浸透して、CO2排出量も毎年ほぼ変動がない状
態です。本年度は目標値を見直して、令和3年度を基準として令和7年度まで現
状維持の目標を立てました。結果、ほぼすべての目標値を達成できました。
　コロナ禍でもあるので、お客様への省エネ推進の提案もできていません。来年度
は1件でも提案できるように、社内に周知をしていきます。グリーン購入について
も、どんな製品が対象なのか、社内に周知をしていきます。
　
　


